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す。法改正により、請求期限が5年延
長されました。
●対象者 次の①または②に該当す
る方で、現在生存されている方
① 昭 和 23 年 9 月 11 日 か ら 平 成 8
年 9 月 25 日までに、旧優生保護法
に基づき優生手術を受けた方（母体
保護のみを理由として手術を受けた
方を除く。）
②①のほか、同じ期間に生殖を不能
にする手術または放射線の照射を受
けた方（母体保護や疾病の治療を目
的とするなど、優生思想に基づくも
のでないことが明らかな手術などを
受けた方を除く。）
※対象とならない場合もありますの

で、詳細はお問い合わせください。
●請求手続 令和 11 年 4 月 23 日ま
でに下記へ直接または郵送で提出
●一時金の金額 320万円（一律）
※請求書や添付書類（診断書・領収

書）の様式は、こども家庭庁HPに掲
載しているほか、栃木県HPや窓口
で入手できます。

問栃木県旧優生保護法関係相談窓口
（栃木県こども政策課内）

０２８‒６２３‒３０６４
【受付時間】平日9：00 ~ 17：00（㊏㊐

㊗年末年始を除く）
宇都宮市塙田 1‒1‒20 栃木県庁本館
5 階

　令和 6 年 10 月分から児童手当制
度は、次のとおり改正されます。
▶所得制限の撤廃
▶支給対象期間を 18 歳到達後最初
の年度末（高校生年代）まで延長　
▶第3子以降の手当額を月額3万円
とし、対象を0歳から高校生年代に拡
大（第3子加算の算定対象者の年齢を
22歳到達後最初の年度末まで拡大）
▶支払月を年 3 回（2 月、6 月、10 月）
から年 6 回（偶数月）とする

【制度改正後児童手当の申請について】
　10月分から新制度移行にあたり、
該当者には申請依頼通知を8月中旬
に発送しました。8月1日時点で大田
原市に住所のある方に通知を発送し
ているため、次の項目❶ ~ ❸に該当
する方で通知が届いていない方は、
子ども幸福課までご連絡ください。
　また、公務員の方は、勤務先にご確
認ください。
❶新規申請が必要な方
▶高校生年代のみを養育している方
▶所得上限限度額を超過し、現在児童
手当（特例給付）を受給していない方
※単身赴任などで市内に住所があり、

市外に住所のある高校生年代を養
育する方は、受給の対象となる可

能性があります。本市では対象児
童を把握できないため、該当する
方はお問い合わせください。

❷増額申請が必要な方
児童手当 ( 特例給付 ) を受給してい
る方で、対象となる高校生年代の手
当を過去に大田原市から受給した事
がない方
❸18歳年度末を経過後22歳年度末
までの者がいる方
第3子加算の算定対象となる者の生
計費などを負担している方
※第3子加算の算定対象者が就職し

収入がある場合などでも児童手当
受給者が生活費の相当部分を負担
していれば、監護相当・生計費の負
担をしているものと見なします。
監護相当・生計費の負担について
の確認書の提出が必要です。

※様式は、市HPに掲載しています。
問子ども幸福課　本３階

０２８７‐２３‐８９３２

　平成31年4月24日に、議員立法に
より「旧優生保護法一時金支給法（以
下「法」という）」が成立し、公布・施行
されました。法に基づき、優生手術
などを受けた方に一時金を支給しま

※財源確保のため、有料広告を掲載しています。

広
　
告

児童手当制度改正について

旧優生保護法による優生手術など
を受けた方へ

健康・福祉

子育て

大田原市ファミリー
サポートセンター

③事前打ち合わせ
（マッチング）

依頼会員
市内在住または勤務
していてお子さまを
養育している方

提供会員
市内在住で子育てに関心
があり、センターが実施
する講習会を受講した方

①支援依頼
　申し込み

②支援活動依頼

⑥活動報告

④相互支援活動

⑤利用料（報酬）
の支払い

　ファミリーサポートセンターは、事前に会員登
録をした「子育ての支援を受けたい方（依頼会員）」
と「子育ての援助をしたい方（提供会員）」とをつな
いで、会員同士の助け合いにより子どもたちの健
やかな育ちを支援するための会員組織です。現在、
提供会員が不足しているため、子どもが好きな方
や子育て支援に興味がある方は、活動にご協力を
お願いします。依頼会員も随時募集しています。詳
細は市HPまたは上記までお問い合わせください。

ファミリーサポートセンターの提供会員が
不足しています（会員募集）

問ファミリーサポートセンター
問保育課　本３階

０２８７‐２３‐８７３９
０２８７‐２３‐８６０１
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　年金生活者支援給付金は、公的年
金などの収入額やその他の所得額が
一定基準以下の年金受給者の生活を
支援するために、年金に上乗せして
支給されるものです。受け取りには
請求書の提出が必要です。ご案内や
事務手続きは、日本年金機構（年金
事務所）が実施します。
●対象者 次の1または2に該当す
る方
1老齢年金を受給している方で次の
要件をすべて満たしている方
▶ 65 歳以上
▶世帯全員の市町村民税が非課税
▶年金収入額とその他所得額の合計
が 878,900 円以下
2障害年金・遺族年金を受給してい
て、前年の所得が「4,721,000 円＋
扶養親族の数× 38 万円」以下であ
る方
●請求手続き 日本年金機構から郵
送で届く申請書に必要事項を記入
し、日本年金機構（年金事務所）へ
提出
※対象者には、9 月初旬に日本年金

機構からお知らせが届きます。年
金を受給し始める方は、年金の請
求手続きと併せて請求手続きをし
てください。

問給付金専用ダイヤル
０５７０‒０５‒４０９２

問大田原年金事務所
０２８７‒２２‒６３１１（音声案

内１→２）

　令和 7 年 3 月 31 日で無料の接種
期間が終了します。3 回の接種を無
料で完了するためには 9 月末まで
に 1 回目を接種する必要がありま
す。お早めにご検討ください。
※受け方や実施医療機関な

どの詳細は市HPをご確認
ください。

●対象者 平成 9 年 4 月 2 日 ~ 平成
20 年 4 月 1 日生まれの女性の方
※高校 1 年生相当の方も 3 月末ま

でが無料の接種期間です。
●予防接種を任意（自費）で接種した方へ
　市では、定期接種の時期を過ぎて、
子宮頸がん予防接種を任意で受けた
方に対して、費用の助成を行ってい
ます。詳細は市HPをご確認ください。
問健康政策課　本３階

０２８７‒２３‒８９７５

　国際アルツハイマー病協会（ADI）
は、世界保健機関（WHO）と共同で9
月を「世界アルツハイマー月間」と定
め、さまざまな取り組みを行ってい
ます。市でも認知症への理解を呼び
かけるなどの活動を行っています。

【認知症サポーター養成講座受講生募集】
　認知症は誰でもなる可能性のある
病気です。認知症サポーターは、特
別なことをする人ではありません。
認知症の人やその家族を見守る応援
者として、自分のできる範囲で活動
します。まずは、認知症の正しい知
識を学んでみませんか？
●日時 9月25日㊌ 13：30 ~ 15：00

●場所 市役所本庁舎 1 階 102 会議室
●対象者 市内在住の高校生以上の方
●定員 50名（先着順）
●持ち物 筆記用具、飲み物など
●費用 無料
●内容 認知症の基礎知識、認知症
の方々への対応、認知症サポーター
の役割など
●申込方法 9 月 2 日㊊ ~ 20 日㊎に
高齢者幸福課へ電話で申し込み

【認知症サポーターステップアップ
講座受講生募集】
　認知症の人とその家族のために何
か活動してみたい、または、認知症
に関する知識を活かして地域で活動
をしたいという認知症サポーターに
対し、活動のきっかけづくりとなる
講座を開催します。
●日時 10月2日㊌、29日㊋13：30 ~ 
15：30
●場所 市役所本庁舎 1 階 市民協働
ホール
●対象者 次の① ~ ④すべてに該当
する方
①市内に住所を有する方
②認知症サポーター養成講座を受けた方
③地域でボランティア活動ができる方
④要介護認定を受けていない方
●定員 20名（先着順）
●費用 無料
●持ち物 筆記用具、飲み物
●申込方法 9 月 3 日㊋ ~ 20 日㊎に
高齢者幸福課へ電話で申し込み

【大田原市立図書館に認知症関連の
書籍コーナー設置】
　認知症普及啓発のため 9 月の世界
アルツハイマー月間において、市立
図書館に認知症関連の書籍コーナー
および認知症関連事業普及啓発コー
ナーを設置します。
●日時 9 月 3 日㊋ ~ 30 日㊊
●場所 大田原図書館、黒羽図書館
問申高齢者幸福課　本３階

０２８７‒２３‒８９１７

※財源確保のため、有料広告を掲載しています。
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年金生活者支援給付金のお知らせ

ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がんなど）予防接種について

9月は世界アルツハイマー月間です

年金・国保
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　栃木県大田原県税事務所では、自
動車税種別割滞納者への滞納処分

（勤務先調査・給与や預貯金の差押え
など）を強化しています。まだ自動
車税種別割を納めていない方は、大
至急納付してください。諸事情によ
りすぐに納付できない方は、必ず当
事務所まで連絡のうえ、納税相談し
てください。
問栃木県大田原県税事務所

０２８７‒２３‒４１７１

　防災士とは、災害時に地域の方々
を助けることを目的とした資格で
す。多くの皆さまに受講していただ
きたいと考えていますので、若い世
代の方も、積極的な申し込みをお願
いします。
　防災士養成講座を受講し、試験に
合格後防災士登録をされた方は、自
主防災組織の育成・指導、防災訓練
など各種防災行事への参加、災害発
生時の市への被害情報提供などのご
協力をお願いします。
●日時
111月2日㊏ 8：45 ~ 17：55
211月3日㊐ 9：00 ~ 16：45
●場所 市役所湯津上庁舎103・104
会議室
●対象者 市内在住の方、資格取得
後市と協働して活動ができる方
●定員 50名（先着順）
●受講要件
①受講前に送付する教材で自宅学習

を実施し、講座当日に履修確認レ
ポート（穴埋め形式）を提出して

いただきます。
② 11 月 2 日㊏、3 日㊐の 2 日間に

わたり講座を受講していただきま
す。（1 講座あたり 60 分、2 日間
で 12 講座）

③ 11 月 3 日㊐講座終了後、日本防
災士機構の資格取得試験を受験し
ていただきます。

●注意事項
　資格取得に必要な防災士教本購入
費および資格取得試験受験料は市が
負担しますが、試験合格後の防災
士登録に必要な登録申請料 5,000 円
は、自己負担となります。
　自治体、消防署、日本赤十字社など
の公的機関またはそれに準ずる機関
が実施する｢救命講習｣を受講してい
ることも登録申請要件となります。
※大田原消防署による普通救命講習

の開催は10月26日㊏、27日㊐に開
催予定です。那須消防署による普
通救命講習は10月19日㊏、20日㊐
に開催予定です。

●申込方法 9 月 2 日㊊ ~ 30 日㊊に
危 機 管 理 課 へ 電 話（ 平 日 8：30 ~ 
17：00）または FAX で申し込み
問申危機管理課　本３階

０２８７‒２３‒１１１５
０２８７‒２３‒８８９５

● 日 時 10 月 2 日 ㊌ 10：00 ~ 15：00
（12：00 ~ 13：00を除く）

●場所 トコトコ大田原 3 階 市民交
流センター小会議室 1
●相談内容 不動産（土地・建物）
の価格、地代、家賃、借地権の価格

※財源確保のため、有料広告を掲載しています。
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など不動産に関すること
●申込方法 10 月 1 日㊋までに下記
へ電話で申し込み
※当日の受付も可能ですが、事前予

約を優先します。
問申公益社団法人栃木県不動産鑑定士協会

０２８‒６３９‒０５５６

●日時・場所
▶10月3日㊍…市役所湯津上庁舎
▶10月4日㊎…黒羽田町公園 たまち
蔵屋敷（黒羽田町636-1）
▶10月7日㊊ ~ 10日㊍…旧勤労青少
年ホーム（美原1-1-4）
各日10：00 ~ 12：00および13：00 ~ 
15：00
●定期検査とは
　商店や病院、薬局、学校などで、
商売や証明に使用している「はかり」
は、適正な計量取引を確保するため、
2 年に 1 度の定期検査が、計量法の
規定により義務付けられています。
　定期検査が必要な「はかり」をお
持ちの方は、必ず検査を受けてくだ
さい。
　新規購入や修理後検定を受けた

「はかり」は、一定期間、定期検査
の受検が免除されます。「はかり」
の検査についてご不明な点がござい
ましたら、お問い合わせください。
※「家庭用はかり」は対象ではありま

せん。
※「はかり」を運搬する際には、急激

な振動や衝撃を与えないように、
「はかり」の下にマッ

トや座布団を敷き、
休み装置のあるもの
は「休み」にしてくだ
さい。

問商工観光課　本４階
０２８７‒２３‒８７０９

不動産無料相談会を開催します

特定計量器「はかり」の定期検査を
実施します

まだ自動車税を納めていない方へ

自分たちのまちを守るために！
防災士養成講座の開催

検定証印の
表示イメージ

税

くらし
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